
総合的な見地から二次評価を実施・決定  

第七次前橋市総合計画 令和２年度行政評価について 

 

１ 第七次前橋市総合計画の進行管理（行政評価） 

(1) 目的 

   将来都市像に掲げた「新しい価値の創造都市・前橋」の実現に向けて、

ＰＤＣＡサイクルによる進行管理を行い、重点施策のもとで実施する事業

（重点事業）の取組状況等を評価・検証するとともに、より高い成果を上

げるための改善策を講じることにより、計画を着実に推進するものです。 

(2) 評価方法 

   成果指標の実績値と重点事業の取組状況、地域経営の３つの項目にて以

下の流れで総合的な見地からの評価・検証を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 行政評価の実施概要 

(1) 評価対象 

令和元（2019）年度の重点事業（53 事業） 

 (2) 評価結果 

評価結果 一次評価 割合 二次評価 割合  

【参考】2018 年度
実施事業 

二次評価  割合 

Ａ評価 
（順調に進んでいる） 

14 事業 26% 9 事業 17%  10 事業 19% 

Ｂ評価 
（概ね順調に進んでいる） 

31 事業 59% 35 事業 66%  34 事業 64% 

Ｃ評価 
（少し遅れている） 

8 事業 15% 9 事業 17%  9 事業 17% 

Ｄ評価 
（遅れている） 

0 事業  0% 0 事業  0%  0 事業  0% 

合 計 53 事業 100% 53 事業 100%  53 事業 100% 

  

３ 今後の予定 

本日の会議結果を踏まえて、行政評価報告書を昨年度同様、事務局におい

て作成します。 

その後、11 月に市ホームページにて行政評価結果を公表します。  
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